ビジネス法務学序説 : 武蔵野大学大学院法学研究科博士後期課程の開設にあたって by 池田 眞朗

















　武蔵野大学が大学院法学研究科修士課程を創設したのは、2018 年 4 月で
あった。「新世代法学部」を標榜して、法学部（法律学科、政治学科）を新








―今、日本の法学教育に求められるもの」書斎の窓（有斐閣、2016 年 1 月号から 11 月号に 6
回連載）参照。実際、武蔵野大学法律学科は、1期生の実績とそれに対するマスコミの評価（週
刊朝日 2017 年 12 月 8 日号で「奇跡の大学」として紹介）もあり、2018 年度の法律学科の入試
結果は、延べ総志願者数が、2017 年度は 1111 名であったのに対して 2004 名にほぼ倍増し、調
査の及んだ範囲で我が国の法学部法律学科の前年比受験者増日本一を達成した。また法学部完
成年度の法律学科4期生は、2021年度入学の法科大学院入試で延べ26名の合格者を輩出した（内





























































































































6　最初の法学部開設記念のシンポジウムは、2014 年 4 月 19 日に本学有明キャンパスで開催され
た「21 世紀の資金調達と民事法の役割―中小企業の発展と市民の幸福のために―」であり（武
蔵野法学第 1号所収）、第 2回の法学部開設記念シンポジウムは、2016 年 11 月 26 日開催の「グ



















































































テージを展望してみよう。キーワードは、「SDGs と ESG からの発想」であ
る 9。































































































































































































14　池田真朗編著『民法Visual Maerials〔第 3版〕』（有斐閣、2020 年）。
15　池田真朗「『民法Visual Materials』第３版の変身―法学教育イノベーションへの一歩―」書

























































16　筆者が、2018 年 12 月に開催した第 1回本学法学研究科開設記念シンポジウム（前掲注（4）
での導入報告のタイトルを「『イノベイティブな法務』をめざして」と名付け、2019 年 6 月に
開催した第 2 回本学法学研究科開設記念シンポジウム（前掲注（5）の総合タイトルを「令和
時代の金融法務イノベーション」と名付けた所以である。
17　「幸福」は定量化・定性化が難しい概念であるが、その法律学における具体的な探究は、人々
の行動態様の理解とそれを勘案したシミュレーションに基づいたルール創りから始まると私
は考えている。池田・前掲注（7）「行動立法学序説」98 頁注（7）参照。
（20）
